








研究目的 

先天性副腎皮質過形成(CAH)は、従来の報告の発生頻度より高いことが証明されつつある

CAH の中で最も多いのは、21一水酸化酵素欠損型であり、特に塩類喪失型は早期に診断お

よび治療を行わなければ死に至る。そこで、新生児のマス・スクリーニングの 1つに加え

て、早期診断および治療の必要性が提唱されてきている。21 一水酸化酵素欠損型では、血

中 17α一 hydroxyprogesterone(17-OHP)の増加が特徴的であり、現在 17-OHP が RIA や EIA

で測定されている｡そのほか、高速液体クロマトグラフィー(HPLC)を用いて、血中 17-OHP

を定量分析する方法も行われている。 

今回、CAH の一次スクリーニングで異常と思われる検体の精査法への応用、あるいは CAH

以外の副腎皮質疾患のステロイド代謝のプロフィールの把握を目的とし､我々は、HPLC と

RIA を結びつけた乾燥濾紙血中のステロイドホルモンの分析法について検討を行った。 


